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　単科私立医科大学の帰属収入を大別すると、学納金、補助金、附属病院における医療収入の三本柱で構成され
ており、これらを貴重な教育の原資とすべく大学経営が行われている。しかしながら医療費抑制政策による医療
収入の減額、経常費補助金の段階的削減、忍び寄る少子化など、これからの医科大学経営には安定財源の確保に
不安のあることも事実である。特に研究推進のための資金確保は今後さらに厳しさを増すものと予測される。
　今までにも研究目的には公的資金以外に、産学連携という名のもとに様々な外部研究資金が導入されていた
が、研究者は論文化を優先させ発明に対する特許取得の意識が薄く、企業との接点も研究者個人との問に構築さ
れることが多かった。このため成果物に対する定義の多くが曖昧になり、知的財産権も殆どは企業側が保有し、実
用化時点の対価も不明瞭であった。
　こうした課題を解決するために、聖マリアンナ医科大学では平成16年に三二の発掘、権利化、管理を目的とし
た知財事業推進センターを設置した。研究成果の特許化までは従前の発明委員会で取り扱い、その後の権利化、事
業化、実用化までのステップには七三事業推進センターの下に大学出資による知財育成のための株式会社も設立
した。業務としては聖マリアンナ医科大学のTLO業務が中心であるが、大学・病院・医師発の知的財産・特許に
基づくビジネス育成支援業務、製薬会社・創薬ベンチャー・研究機関などの持つ知的財産・特許の再評価、事業
化支援、また医薬品・医療機器の前臨床試験・臨床試験・市販後臨床試験のコンサルティング・支援業務など多
岐にわたり、独立採算で存続可能な企業形態を目指している。現在までに2社の大学発・関連創薬ベンチャーが
育成され、順調な研究開発推進・発展を遂げている。いずれは豊富な果実を大学にもたらすものと期待されてい
るが、蓄積したノウハウをもとに学外機関との連携・支援にもご協力できるよう準備を進めている。
　貴学の研究者の方々にもご理解をいただき、研究資金確保に少しでもご協力できれば幸甚である。
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